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個人情報の取り扱いについて 

 

当学では、出願時に収集した個⼈情報（住所・⽒名・⽣年月⽇等）を、⼊学試験実施、合格者発表、⼊学⼿続お

よびこれに附随する業務のために利⽤します。その際、当該個⼈情報の漏洩・流出・不正利⽤等がないよう、必要かつ適

切な管理を⾏います。 

また、上記業務の全部⼜は⼀部を委託する場合があります。その場合、委託先に対し、契約等により、必要かつ適切な

管理を義務付けます。 

なお、個⼈が特定されないように統計処理した個⼈情報を、⼤学における⼊学者選抜のための調査・研究の資料として

利⽤します。あらかじめご了承ください。 

受験・就学に際して特別な配慮を必要とする場合 

 

⾝体機能の障がい等により、受験・就学に際して特別な配慮を必要とする場合は、出願に先⽴ち、当学部までお問合せ

ください。また、⼤きな病気やけがのため、受験に支障をきたす恐れがある場合、あるいは出願後にそのような状態になった場

合でも、速やかにお問合わせください。 
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2026 年度 国際教養学部 学事日程 

 

春学期 

  ※日程変更が生じる場合もあります。 

授業開始 4 月 1１日（土） 

授業終了 7 月 29 日（水）※授業調整期間含む 

夏季休業 7 月 30 ⽇（木）〜 9 月 20 ⽇（⽇） 

成績発表 8 月下旬（予定） 

 

秋学期（予定） 

 ※日程変更が生じる場合もあります。 
授業開始 10 月１日（木） 

創⽴記念⽇ 10 月 21 ⽇（水） 

早稲田祭（全学授業休講） 11 月 5 ⽇（木）〜 11 月 8 ⽇（⽇） 

冬季休業 12 月 22 ⽇（火）〜 1 月 5 ⽇（火） 

授業終了 2 月 2 日（火） 

成績発表 3 月上旬（予定） 

 

 授業を実施する祝⽇及び⼤学の定期休業⽇は、以下のとおりとする。 

4 月 29 ⽇（水）、7 月 20 ⽇（月）、10 月 12 ⽇（月）、10 月 21 ⽇（水）、11 月 3 ⽇（火）、11 月 23 ⽇

（月） 

 

 臨時の休業⽇ 

8 月 6 ⽇（木）、8 月 7 ⽇（⾦）、11 月 5 ⽇（木）、11 月 6 ⽇（⾦）、12 月 25 ⽇（⾦）、1 月 4 ⽇（月） 

1 月 5 ⽇（火） 

 

 以下の⽇は、事務所は閉室となる。 

5 月 2 ⽇（土）〜5 月 6 ⽇（水） 

8 月 6 ⽇（木）〜8 月 16 ⽇（⽇） 

11 月 5 ⽇（木）〜11 月 8 ⽇（⽇） 

12 月 25 ⽇（⾦）〜1 月 5 ⽇（火） 

 

 授業時間は以下のとおりとする。 

1 限︓8:50〜10:30、2 限︓10:40〜12:20、3 限︓13:10〜14:50、 

4 限︓15:05〜16:45、5 限︓17:00〜18:40、6 限︓18:55〜20:35、7 限︓20:45〜21:35  
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 段階 内容 
日程 

（4月入学・9月入学共通） 

⼿
続
� 

STEP1 申請フォーム⼊⼒（必須） 2/24-2/27 

STEP2 出願について（窓口/郵送） 2/24-2/27（必着） 

STEP3 
選考について － 

⼊学検定料の振り込み 2/24-2/27 

STEP4 
合格通知 

⼊学⼿続書類受取 
3/5(発送予定) 

STEP5 

聴講料等振込 

⼊学⼿続書類提出 
3/11 (必着) 

実験実習料等納⼊ 4/23-4/27 

STEP6 学⽣証交付 
4月⼊学︓4/1以降 

9月⼊学︓9/20以降（予定） 

 

 不可効⼒による事故等について 
台⾵、地震、洪水、津波等の⾃然災害、または火災、停電、その他不可抗⼒による事故等が発⽣した場合、試験の延期等

の対応措置をとることがあります。ただし、それに伴う受験者の追加費⽤その他の個⼈的損害については何ら責任を負いません。 

 教育学部ホームページ  

HOME>学部トップ>受験⽣の方へ>⼊学試験情報>科⽬等履修⽣（教職課程・博物館学芸員課程）  

 https://www.waseda.jp/fedu/edu/applicants/admission/ 

 

●改正教育職員免許法および同法施⾏規則施⾏に伴う注意事項について 

  2019年4月1⽇より、改正教育職員免許法および同法施⾏規則が施⾏されました（「平成28年（2016年）改正

法」）。また「令和3年（2021年）省令改正」により、2022年4月1⽇より「情報通信技術を活⽤した教育の理論及び方

法」に関する事項の新設等が施⾏されます。これに伴い、以下注意事項をご確認いただき、ご出願ください。 

※以下の記載において、改正後の教育職員免許法による認定課程を「新課程」とし、改正前の教育職員免許法による認

定課程を「旧課程」とします。 

 

１）2019年度以降の適⽤課程について 

2019年度以降⼊学者については、原則、新課程の適⽤1となります。また、当学部の履修指導は、原則と 

して、新課程で⾏います。旧課程とは必要科⽬・単位数等が⼀部異なりますので、ご注意ください。 

なお、旧課程における修得単位の⼀部については、教育職員免許法施⾏規則の改正附則に基づき、新課程 

において修得した単位としてみなすことができます。詳細は単位を修得した機関にお問い合わせください。ただし、以下いずれか

の場合には旧課程適⽤となります。 

①2018年度以前に専修免許状の課程を有する⼤学院に⼊学し、2019年度以降も引き続き当該⼤学院に在籍して

 
1 ご自身の適用課程が不明な場合は、事務所までお問い合わせください。ただし、複数学籍を有する場合や、複数の単位修得

機関を有する場合等、文部科学省または授与機関への照会をご案内する場合があります。 
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おり、⼤学院修⼠課程修了時に一種免許状の要件を含む「専修免許状」の申請・取得をする場合。 

※取得する専修免許状と同⼀免許教科の⼀種免許状の要件についても「旧課程」の適⽤となります。 

※専修免許状の課程を有する⼤学院に在籍していても、専修免許状の要件を満たせない場合や、申請を 

⾏わない場合等、⼀種免許状のみを申請する場合は、「新課程」の適⽤となります。 

 

②旧課程において不⾜している単位が66条の6に関する科⽬のみの場合、または介護等体験特例法に定める介護等体

験のみ未実施で、他の要件を満たしている場合。 

 

２）「令和3年（2021年）省令改正」に伴う教職課程カリキュラムの一部変更について 

・変更点１︓必修科⽬の新設 

2022年4月1⽇よりICT（情報通信技術）を活⽤した教育に関する科⽬（「情報通信技術を活⽤した教育の 

理論及び方法」の科⽬）が教育免許状取得希望者に義務付けられます。当学では以下のとおり開講されます。 

科⽬名 単位数 

「教育におけるICT活⽤（中・高）」 1単位 

 

※経過措置として、科⽬を設置する⼤学や履修年度に関わらず、「教育方法及び技術（情報機器及び教材の活⽤を含

む。）」の要件を満たす授業科⽬を履修していれば、「教育におけるICT活⽤（中・高）」の履修は不要です。当学を卒

業した方が在学中に下表の科⽬の単位を修得済みの場合は、「教育におけるICT活⽤（中・高）」は履修不要となりま

す。 

科⽬名 備考 

教育方法・技術論（中・高） 2019 年度〜 

教育方法研究（中・高） 〜2018 年度 

教育方法学 教育学部教育学科教育学専攻教育学専修設置科⽬ 

 

・変更点２︓教員免許状施⾏規則第66条の6に定める科⽬の対象科⽬追加 

平成28年（2016年）改正法において、「情報機器の操作」の項⽬名が「数理、データ活⽤及び⼈⼯知能に関する科

⽬⼜は情報機器の操作」に変更され、2022年4月1⽇より「数理、データ活⽤及び⼈⼯知能に関する科⽬」2単位が66

条の6に定める科⽬として利⽤可能となります。 

「数理、データ活⽤及び⼈⼯知能に関する科⽬⼜は情報機器の操作」は１単位科⽬もありますので、 

最低修得単位数である２単位の要件を満たすために、合計２単位以上を修得してください。 

※ 2022 年 4 月 1 ⽇より、「数理、データ活⽤及び⼈⼯知能に関する科⽬」2 単位が 66 条の 6 に定める科⽬として利⽤可能

となります（2022 年度以降に開講となる対象科⽬を履修した場合に修得単位が有効となります）。該当科⽬はグローバルエ

デュケーションセンター設置の「統計リテラシーα」「統計リテラシーβ」「データ科学⼊門α」「データ科学⼊門β」（各 1 単位）となり

ま す 。 ま た 、 「 Statistics Literacy α 」 、 「 Statistics Literacy β 」 、 「 Introduction to Data Science α 」 、

「Introduction to Data Science β」については 2023 年度以降に開講となる対象科⽬を履修した場合に修得単位が有

効となります。 

※「数理、データ活⽤及び⼈⼯知能に関する科⽬」1 単位、「情報機器の操作」1 単位の組み合わせは不可となります。 

 

３）旧課程適⽤者の注意事項について 

 本募集要項および時間割等については、新課程に基づいて記載しております。旧課程が適⽤される場合は、以下の対応

表をご参考にしていただき、履修ルール・時間割等の確認を⾏ってください。なお、旧課程による「教員免許状の取得要件」

については、事前に国際教養学部事務所までご確認ください。 

 

・新旧課程の表記対応表 



 4

旧課程 新課程 

教職に関する科⽬ 
・教育の基礎的理解に関する科⽬等 

・各教科の指導法（情報通信技術の活⽤を含む。） 

教科に関する科⽬ 教科に関する専門的事項 

教科⼜は教職に関する科⽬ ⼤学が独⾃に設定する科⽬ 

 

 

 

 科⽬等履修生の教職課程について  

本制度は、国際教養学部在学中に教育職員免許状取得に必要な所定単位を取得できずに卒業した方が、免

許状を取得するために必要な科⽬を履修し、教員免許状を取得するためのものです。 

■ご参考︓他⼤学の通信教育課程の履修について 

本学⼤学院在学（予定）者以外は聴講料が高額になりますので、他⼤学の通信教育課程（私⽴大学通

信教育協会︓http://www.uce.or.jp）の方が安くなることがあります。ただし、教育実習および介護等体

験に関しては通常正規⽣でないと受け付けられませんので、各⾃ご確認下さい。他⼤学で修得した単位と本学で

修得した単位を組み合わせることで、教員免許の申請を⾏うことも可能です。 

 

 科⽬等履修生の博物館学芸員課程について  

博物館学芸員の資格取得に必要な単位を修得できずに国際教養学部を卒業した方が、卒業後に改めて不⾜単

位を修得し、博物館学芸員資格を取得するための課程です。 

 

 

教育実習・介護等体験事前登録（希望者のみ） 

教育実習および介護等体験を希望する場合は、必ず以下の教育学部Webページから教育実習事前登録申請フォーム、

介護等体験事前登録申請フォームにアクセスし、登録してください。 

 

  

 

 

 

【教育実習・介護等体験事前登録期間】 

 

教育実習、介護等体験希望者の 

教育実習・介護等体験事前登録期間 
2026年2月9⽇（月）10時〜3月4⽇（水）16時 ※ 

  ※上記の「教育実習・介護等体験事前登録期間」は、出願期間とは異なりますのでご注意ください。 

  ※登録をする前に必ず別紙①「教育実習申込要項」、別紙②「介護等体験申込要項」を確認してください。 

 

早稲田⼤学教育学部（⼊学試験情報）︓ 

https://www.waseda.jp/fedu/edu/admission/ 
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■STEP1 申請フォーム入⼒ 

 

1.1 申請フォーム入⼒・・・全員必須  

4月・9月入学共通︓2月24日（火）〜2月27日（⾦） 

出願される方は、必ず早稲田⼤学国際教養学部ホームページの「卒業⽣の方へ」にある「教職」より（あるいは下

記のURLから）申請フォームへの入⼒が必要です。申請フォームへの事前の入⼒がない場合は、出願を受け付けら

れません。申請内容は原則変更することができません。⼊⼒の際にはご注意ください。 

申請フォーム︓ 

https://my.waseda.jp/application/noauth/application-detail-noauth?param=A7WK2YT0JojnDKG

X-LUpeg 

 

■STEP2 出願書類の送付について 

 

2.1 出願（郵送）・・・全員必須  

4月・9月入学共通: 2月24日（火）〜2月27日（⾦）（締切⽇必着） 

 

（１）出願資格   

教職課程︓国際教養学部卒業生（卒業⾒込者含む）で、教員免許状に必要な科⽬が不⾜している学⽣ 

博物館学芸員課程︓国際教養学部卒業生（卒業⾒込者含む）で、2026年度に下表の当学⼤学院修士課程

に正規学⽣として在学し、かつ所属する研究科において指導教員の許可を得た者。 

当学⼤学院 

教育学研究科 

※ただし、高度教職実践専攻を除く 

創造理⼯学研究科 

文学研究科 基幹理⼯学研究科 先進理⼯学研究科 

 

（２）注意事項 

 ①在籍期間は授業を履修する年度・学期に限ります（9月⼊学の場合は、1学期間のみの在籍となります）。それ

以降も、引き続き科⽬等履修⽣としての履修を希望する場合は改めて出願〜⼊学⼿続きが必要になりますので

注意してください。募集の有無や出願資格は年度によって異なる場合があります。 

 ②⼤学院正規学⽣の場合、⼤学院の授業に支障が出ない範囲での履修が原則となることから、⼤学院の指導教

員に事前に許可をもらったうえで、科⽬登録を⾏ってください。⼤学院教育学研究科、⽇本語教育研究科に在

学している場合は「履修許可書」の提出が必要です。 

 ③科⽬等履修⽣は学割の取得および通学定期券購⼊はできません。 

④国際教養学部卒業⽣が取得できる免許状の種類及び教科は、中学・高校１種 英語 です。 

 ⑤科⽬等履修⽣としての在籍可能期間は通算で3年を限度とします。また、在籍期間は履修期間に応じた期間と

なります。春学期科⽬のみを履修する方は4月1⽇⼊学〜9月15⽇在籍終了、秋学期科⽬のみを履修する方

は9月21⽇⼊学〜3月15⽇在籍終了となります。 

 

⑥教職課程の場合、以下の科⽬群を履修することが出来ます。 
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科⽬群（科⽬区分） 

各教科の指導法（情報通信技術の活⽤を含む。） 

教科に関する専門的事項 

教育の基礎的理解に関する科⽬ 

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び⽣徒指導、教育相談等に関する科⽬ 

教育実践に関する科⽬ 

⼤学が独⾃に設定する科⽬ 

教育職員免許法施⾏規則第66条の6に定める科⽬（外国語コミュニケーションを除く） 

 

⑤科⽬区分毎の注意事項 

教育の基礎的理解に関する科⽬等（必修） 

a．「（中・高）」科⽬ 

科⽬名の末尾に「（中・高）」の記載がある科⽬は、中学校及び高等学校教員免許状の単位として有効な科⽬です。 

 

ｂ．「教科教育法」 

下表の履修ルールがあります。 

科⽬ 履修ルール 

全ての教科教育法１〜４ 取得を希望する免許教科ごとに単位を修得してください。中学校免許状取得希望

者は「教科教育法１」「教科教育法２」「教科教育法３」「教科教育法４」が、高

等学校免許状取得希望者は「教科教育法１」「教科教育法２」が必修です。 

全ての教科教育法３、４ 通常は中学校免許取得のための必修科⽬（「各教科の指導法（情報通信技術

の活⽤を含む。）」）ですが、同⼀の免許教科の高等学校免許取得時には、選択

科⽬として総単位数に積算されます。 

「英語科教育法」 望ましい履修順序は「英語科教育法１→英語科教育法２」および「英語科 

教育法３→英語科教育法４」の順となります。 

 

ｃ．その他の科⽬ 

科⽬ 履修ルール 

「道徳教育論（中・高）」 

通常は中学校免許取得のために「道徳、総合的な学習の時間等

の指導法及び⽣徒指導、教育相談等に関する科⽬」として履修す

る科⽬ですが、同じ免許教科の高等学校免許取得時には、「⼤学

が独⾃に設定する科⽬」として扱われます。 

「教育実習演習（中・高）（２週間）」 

「教育実習演習（中・高）（３週間）」 

履修ルールの詳細は「別紙① 教育実習申込要項」を参照してくだ

さい。 
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「教職実践演習（中・高）」 

【前提条件】 

「教職実践演習」を履修するためには、「教育実習演習」の単位を

修得済み、もしくは履修中である必要があります。 

「教育実習演習」の単位を未修得で、「教職実践演習」の履修を

希望する場合は、両方の科⽬を登録してください。 

【教育実習演習と同一クラスを履修】 

同⼀年度中に「教育実習演習」と「教職実践演習」を両方履修す

る場合、原則として、同⼀クラスを履修申請してください。 

【教職履修カルテの作成が必要】 

「教職実践演習」を履修するためには、「教職履修カルテ」の作成が

必須となっています。作成方法等の詳細は以下の教職支援センター

Web ページを参照してください。 

 

教職支援センター「教職履修カルテ」 

https://www.waseda.jp/fedu/tec/students/karte   

 

 

教育の基礎的理解に関する科⽬等（選択） 

a．修得した単位は「⼤学が独⾃に設定する科⽬」として扱われます。 

 

 

⼤学が独⾃に設定する科⽬ 

a．「介護体験実習講義」 

履修ルールの詳細は「別紙② 介護等体験申込要項」を参照してください。 

 

ｂ．「学級経営インターンシップ（家族関係・集団・地域社会における⼼理支援に関する理論と実践）」「特別支援教育イ

ンターンシップ」「インクルーシブ教育インターンシップ」 

履修にあたっては以下の２つの条件（【説明会への出席】、【履修条件】）を満たす必要があります。いずれかの要件を

満たしていない場合、当該科⽬の登録は取り消されることがあります。 

【説明会への出席】 

以下の説明会に出席してください。 

開催⽇時︓2026 年 4 月上旬 

⽇時・場所等の詳細は、2026 年 3 月に教職支援センターWeb サイトのお知らせで公開します。 

【履修条件】 

以下①〜③の受講条件を全て満たしていることが望ましい（②、③については教職課程認定上の同等科⽬可）。 

① 「⼈間理解基盤講座（⼼の健康教育に関する理論と実践）」の単位を修得済みまたは春学期に並⾏履修して

いること（「特別支援教育インターンシップ」は前年度までに修得済であることが必須）。 

② 「教職概論」、「教育基礎総論１」、「教育制度総論」、「教育課程編成論」、「教育⼼理学」、「教科教育法１」、

「教科教育法２」 の単位を修得済みであること。 

③ 「⽣徒指導・進路指導論」および「教育方法・技術論」の単位を修得済みまたは並⾏履修していること。 

 

教育職員免許法施⾏規則第 66 条の 6 に定める科⽬ 

a．「スポーツ実習 I」「スポーツ実習 II」 
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 いずれも１単位科⽬のため、「体育（実技）」の最低修得単位数である２単位の要件を満たすためには、２科⽬以上

の単位を修得する必要があります。 

     

b. 「数理、データ活⽤及び⼈⼯知能に関する科⽬⼜は情報機器の操作」 

 「数理、データ活⽤及び⼈⼯知能に関する科⽬⼜は情報機器の操作」には１単位科⽬も存在するため、最低修得単

位数である２単位の要件を満たすために、合計２単位以上を修得してください。 

※ 2022 年 4月1⽇より、「数理、データ活⽤及び⼈⼯知能に関する科⽬」２単位が教育職員免許法施⾏規則第 66

条の 6 に定める科⽬として利⽤可能となりました。該当科⽬はグローバルエデュケーションセンター設置の「統計リテラシ

ーα」「統計リテラシーβ」「データ科学⼊門α」「データ科学⼊門β」「Statistics Literacyα」「Statistics Literacyβ」

「Introduction to Data Scienceα」「Introduction to Data Scienceβ」（各 1 単位）です。 

※「数理、データ活⽤及び⼈⼯知能に関する科⽬」から２単位、または「情報機器の操作」の科⽬から２単位を修得する

必要があり、「数理、データ活⽤及び⼈⼯知能に関する科⽬」１単位と「情報機器の操作」１単位の組み合わせでは

要件を満たすことができません。 

 

また、博物館学芸員課程の場合、必修科⽬の履修を認めます。科⽬の詳細は教育学部ホームページでご参照

ください。 

■教育学部ホームページ HOME>受験⽣の方へ>⼊学試験情報>科⽬等履修⽣(教職課程・博物館学芸員課程) 

https://www.waseda.jp/fedu/edu/applicants/admission/ 

 

「博物館実習」を履修するためには、「博物館概論」の単位を修得済み、または履修中である必要があります。「博物館概

論」の単位を未修得の場合は、「博物館概論」の春学期開講クラスと「博物館実習」の両方の科⽬を登録してください。 

 

教職課程・博物館学芸員課程の履修に際し、以下の点にご注意ください。 

(1) 履修科⽬は本学部・他学部設置科⽬合計で1学期15単位、1年度合計30単位を上限とします。（「教

職課程」と「博物館学芸員課程」を両方履修する場合、両方の課程の合算で30単位を上限とします） 

  (2) 教育学部設置「教育の基礎的理解に関する科⽬」、「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び⽣徒指

導、教育相談等に関する科⽬」、「教育実践に関する科⽬」及び「各教科の指導法（情報機器及び教材

の活⽤を含む。）」の登録単位数は、合計で年間 20 単位を上限とします。 

  (3) 原則として、申請した科⽬は希望通りの履修が認められます。ただし、申請後の変更は認め 

    られません。特別な事情が発⽣した場合は、すぐに国際教養学部事務所までご相談ください。 

  (4) 留学等により履修を中断する場合でも、履修途中の通年科⽬を翌年度に継続して履修するこ 

    とはできません。 

  (5) 「教育実習演習」、「介護体験実習講義」や「教育インターンシップ科⽬」等、⼀部科⽬については、履修条

件の前提条件が設定されていたり、所定の⼿続きが必要な場合があります。必ず「教職課程履修の⼿引

き」（教育学部発⾏）を確認するようにしてください。 

(6) ⼤学院正規学⽣が科⽬等履修⽣となる場合に、大学院の学籍において「在学」していなければ、学部科

⽬等履修生として科⽬を履修することはできません。たとえば、秋学期から、休学もしくは留学する場合は、

秋学期には科⽬等履修⽣として科⽬登録できません。学部科⽬等履修⽣として履修中の通年科⽬および

秋学期科⽬の登録を取り消します。 

(7)「博物館実習」前提条件 

「博物館実習」を履修するためには、「博物館概論」の単位を修得済み、または履修中である必要があります。

「博物館概論」の単位を未修得の場合は、「博物館概論」の春学期開講クラスと「博物館実習」の両方の科

⽬を登録してください。 
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 ⑦履修計画書の記⼊方法について 

履修計画書に記⼊欄がある「科⽬開講学部コード」・「授業実施科⽬キー」・「科⽬クラスコード」は、「開講科

⽬時間割（科⽬等履修⽣⽤）」（WEBにて公開）を参照し漏れなく記⼊してください。記入に誤りがある

と希望する科⽬の登録ができませんのでご注意ください。 

 

⑧教員免許状⼀括申請について 

春学期または秋学期のみ在籍する科⽬等履修⽣は、教員免許状⼀括申請の対象とはなりません。在籍終了

後、各教育委員会で個⼈申請することになります。 

 

（３）出願書類入手方法 

 書式は国際教養学部ホームページ「卒業生の方へ｣→【教職】 

(https://www.waseda.jp/fire/sils/alumni/)よりダウンロードしてください。 

 出願書類の詳細は後述の「出願書類⼀覧」をご参照ください。 

 

（４）出願要領 

 ①出願方法  郵送（特定記録郵便）で受け付けます。上記ホームページ掲載の「出願⽤封筒ラベル」を封筒に

貼付してください。 

 ②出願期間  4月入学・9月入学共通 2月24日（火）〜2月27日（⾦）＜締切日必着＞ 

     [注意]①提出書類は、すべて⽇本語の楷書で記⼊してください。 

②⼀度提出した書類および納⼊した検定料・学費等は、原則として返還しません。 

③出願後は志願内容の変更を認めません。 

 

■STEP3 選考・入学検定料について 

 

3.1 選考について 

 

 選考方法 

①書類審査のうえ、⼊学を許可します。 

②「開講科⽬時間割（科⽬等履修⽣⽤）」（WEBにて公開）の本学部が許可した科⽬に限り履修することが

できます。許可できない科⽬がある場合、⼊学⼿続時にお知らせします。 

 

注意事項 

①出願の際に本学に提出した書類・資料、提供した情報等に偽造・虚偽記載・剽窃等があった場合は、不正⾏

為となることがあります。 

②不正⾏為と認められた場合は、次のような対応をとることがあります。 

・当該年度における本学のすべての⼊学試験の受験を認めないこと（⼊学検定料は返還しない）。 

・当該年度における本学のすべての⼊学試験の結果を無効とすること。  

 

3.2 入学検定料の振り込み︓25,000円 

4月入学・9月入学共通︓2月24日〜2月27日 

※下記の条件を満たす場合、入学検定料を免除しますので、出願時に証明書類を提出してください。 
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⼊学検定料免除の条件 出願時に提出が必要な証明書類 

2025年度本学部科⽬等履修⽣が2026年度も 

継続して本学部科⽬等履修⽣に出願する場合 

2025年度本学部科⽬等履修⽣としての学⽣証のコピ

ー（表裏）。 

2025年度本学⼤学院正規⽣として在籍し、 

本学科⽬等履修⽣として新規に出願する場合 

（2026年度本学⼤学院に在籍しない） 

2025年度本学⼤学院正規⽣としての学⽣証のコピー

（表裏）。 

2026年度に本学⼤学院正規学⽣として⼊学予定

で、本学部科⽬等履修⽣に新規に出願する場合 

2026年度合格証明書コピー等、当該⼤学院への合

格・⼊学が確認できる書類。 

検定料は最寄りのコンビニエンスストアもしくはクレジットカードで支払ってください。 

なお、コンビニエンスストア、クレジットカードのいずれの方法でも支払いが困難な場合は、事前に国際教養学部事

務所まで連絡してください。 

① コンビニエンスストアによる納入方法 （詳細は巻末参照） 

・コンビニエンスストアでの支払いに際しては、事前にパソコンもしくは携帯電話よりインターネット上の「⼊学検定料

コンビニ支払いサイト」（http://e-shiharai.net/）にアクセスをして所定の申込⼿続を完了させる必要があり

ます。 

・支払い終了後、『⼊学検定料・選考料取扱明細書』の「収納証明書」部分を切り取り、『志願票』の所定欄に

貼り付けて提出してください。詳細は次⾴にある「コンビニエンスストアでの⼊学検定料支払方法」を確認してくだ

さい。 

・支払いは、土⽇・祝⽇を問わず、24時間いつでも可能です。ただし、納⼊期間最終⽇の「Webサイトでの申

込」は23︓00まで、コンビニエンスストア店頭での支払⼿続は23:30までとなりますので注意してください。 

※家族・知⼈が代理で⼿続をする場合でも、必ず志願者本⼈の情報を⼊⼒するようにしてください。 

②クレジットカードによる納入方法 （詳細は巻末参照） 

・ クレジットカード・中国オンライン決済での支払いに際しては、パソコンより「インターネット上の支払いサイト」

（http://e-shiharai.net/）にアクセスをして所定申込⼿続を完了させる必要があります。 

・ 支払い終了後、決済完了が表⽰されたWebページを印刷し『志願票』にクリップ留めして提出して下さい。 

※支払いは、土⽇・祝⽇を問わず、24 時間いつでも可能です。ただし、支払最終⽇は23︓00までにカード決

済を完了させてください。 

※支払いに使⽤するカードは受験⽣本⼈以外の名義でも構いません。ただし、家族・知⼈が代理で⼿続をする

場合でも、「基本情報」には必ず志願者本⼈の情報を記⼊するようにしてください。 

 

【支払期間】 

4月⼊学・9月⼊学共通︓2月24⽇（火）10:00〜2月27⽇（⾦）23:00 

 

【出願書類および⼊学検定料の返還について】 

 ⼀度受理した書類および⼊学検定料は原則として、返還いたしません。ただし、以下のケースに該当する場合には、

⼊学検定料に限り全額または超過分を返還いたします。該当する方は国際教養学部事務所（TEL:03-5286-

1727）までご連絡ください。 

  １）⼊学検定料を支払ったが、出願書類は提出しなかった 

  ２）⼊学検定料を多く払いすぎてしまった 

  ３）出願資格を満たさなかった、または、出願締め切り後に出願書類を提出した 
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申請フォームの入⼒、出願書類の期限内送付、検定料の期限内納入の 3 点の完了をもって出願完了とみなします。不

備や手続漏れがあった場合は、出願は無効となりますのでくれぐれもご注意ください。 

 

 

■STEP4 合格通知・入学手続書類受取 

 

合格・不合格に関わらず、申請フォームに⼊⼒いただいた住所に結果を発送します。合格者には次⾴の⼊学⼿続

関連書類を送付します。 

4月⼊学・9月⼊学共通︓3月5⽇（木）発送予定 

3月10⽇（火）を過ぎても届かない場合は、国際教養学部事務所までお問い合わせください。 

なお、教職課程と博物館学芸員課程を両方履修する場合でも合格証明書および⼊学⼿続き書類は1部のみの

送付となります。 
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■STEP5 聴講料等振込・入学手続書類 

 

5.1 聴講料等振込・・・全員必須 但し、本学大学院在学生(入学時現在)は一部免除    

① 聴講料（銀⾏振込）4月入学︓3月1１日（水）まで 

※2026年度に本学の大学院に在学する場合は免除 
 費⽬ ⾦額 注意事項 納付方法 

⼿
続
�
時
�
支
払 

聴

講

料 

国際教養学部設置科⽬ 
1単位につき 

53,000円 

1科⽬4単位の場合 

53,000円×4＝212,000円 

※本学の⼤学院在学⽣は免除 

⼊学⼿続

書 類 に 同

封の振込

⽤ 紙 を 使

⽤ し 、 銀

⾏で支払

い。 

教育学部（文系科⽬）及び

グローバルエデュケーションセン

ター（旧オープン教育センタ

ー、旧メディアネットワークセンタ

ー）設置科⽬ 

1単位につき 

38,400円 

１科⽬4単位の場合 

38,400円×4＝153,600円 

※本学の⼤学院在学⽣は免除 

 

② 教職課程聴講料、その他実習費等︓メールにてご案内いたします。 
 費⽬ ⾦額 注意事項 納付方法 

⼊
学
後
�
支
払 

教職課程聴講料 

※2026年度に本学⼤学院

正規⽣として在学するもののみ

対象 

1単位につき 

1,000円 

学費等免除者（2026年度に本学⼤学院正規⽣とし

て在学する者）が、教育学部設置の「教職に関する科

⽬」「教科⼜は教職に関する科⽬」を履修する場合、

納⼊が必要。2025年度に科⽬等履修⽣だった場合

も、改めての納⼊が必要。 

・「教育の基礎的理解に関する科⽬」 

・「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び⽣徒・

指導、教育相談等に関する科⽬」 

・「教育実践に関する科⽬」 

・「各教科の指導法（情報通信技術の活⽤を含

む。）」 

（いずれも必修・選択とも） 

個別にメー

ル で ご 案

内いたしま

す。 

介護等体験費 
5⽇間、7⽇間︓11,000円 

2⽇間︓免除 

※介護等体験申込者のみ必要。体験⽇数により、⾦

額は異なります。 

保健体育科⽬実験実習料 
1単位︓1,500円 

2単位︓3,000円 
※体育科⽬申込者のみ必要。 

博物館実習 5,000円 博物館実習登録者のみ納⼊が必要 

 

【教職課程聴講料・実験実習料等 納入期間】 

春学期科⽬または通年科⽬を登録する者 2026年4月23日（木）〜4月27日（月） 

秋学期科⽬のみ登録する者 対象の学⽣に事務所より通知します（2026年9月上旬予定） 

 
※聴講料は、履修単位数にかかわらず、当該年度における学部正規学⽣第1年度の授業料と教育環境整備費の合計額が上限となります。 

※登録可能単位数は、本学部設置科⽬、他学部設置科⽬合計で1学期15単位（1年度30単位）が上限となります。 

 ※教育学部設置の「教育の基礎的理解に関する科⽬」等及び「各教科の指導方法」の登録上限単位数は、年間20単位です。 

 ※⼀度納⼊した聴講料等は原則として返還いたしません。ただし、やむを得ない事情により⼊学を辞退する場合には、聴講 

等、実験実習料等のみ返還の対象となります。 

※国際教養学部の科⽬等履修⽣として本学に在籍している年度に、本学⼤学院の正規学⽣として在学する場合、聴講料は免除となります

ので、納⼊不要です。ただし、⼤学院の学籍において「在籍」していることが必要で、秋学期に⼤学院正規学⽣としての学籍上離籍となった
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場合は、秋学期の聴講料は免除となりません。この場合、通年科⽬の秋学期分および秋学期科⽬の聴講料を徴収します。 

 

（１）⼊学⼿続書類として同封する「学費等振込依頼書」により、上記の聴講料（国際教養学部・教育学部、グ

ローバルエデュケーションセンターを指定銀⾏へ振り込んでください。その際に、取扱銀⾏から発⾏された領収書

（銀⾏の出納印のあるもの）の写しを入学手続時に提出してください。 

（２）教職課程聴講料、介護等体験費、保健体育科⽬の実験実習料等の各種費⽤は別途必要です。納⼊期

間内にお支払いが無い場合は、該当科⽬は取消しとなりますのでご注意ください。 

         

納入方法・ 納入期間︓メールにてご案内いたします。 

※学費等振込期間と異なりますので、ご注意ください。    

 

  

5.2 入学手続︓郵送（簡易書留）・・・全員必須   

（１）⼿続方法  ⼿続き書類を国際教養学部事務所に持参または特定記録郵便で郵送提出してくだ 

さい。 

（２）⼿続期間  4月入学・9月入学共通︓3月11日（水）まで（締切日必着） 

上記ホームページ掲載の「出願⽤封筒ラベル」を封筒に貼付してください。 

 

（３）⼿続時に必要な書類  

合格通知書発送後に詳細なご案内を差し上げます。 

 

※⼊学⼿続きは、原則本人が⾏ってください。やむを得ない事情により本⼈が⼿続きできない場合、変更等に責任を

もって対応できる方を代理⼈として⽴ててください。代理⼈によって⾏われた⼿続であっても、⼀切の責任は本⼈が

負うこととなります。また、委任状（書式自由、ただし委任者の押印必須）及び、代理人の⾝分証明書が必要に

なります。 

 

■STEP6 学生証交付・授業開始 

 

・「学生証」及び「Waseda ID」等は春学期は4月1日以降、秋学期は9月21日以降、国際教養学部事務所

にて、受験票、聴講料納⼊票の半券のコピーと引換に交付します。 

・講義内容はWebシラバス（https://www.wsl.waseda.jp/syllabus/JAA101.php）にて、また授業実施

教室はWebシラバス・掲⽰にて確認してください。 
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■出願書類一覧■ 

①②③⑦⑧⑩および時間割は国際教養学部ホームページ「卒業生の方へ」にある「教職」からダウンロードできます。 

※下表の「継続」とは、2025年度に本学部科⽬等履修⽣であった方を指します。2025年度に国際教養学部を正規学⽣として

卒業し、2026年度から本学部科⽬等履修⽣として⼊学予定の場合は、「新規」となります。 

※○は提出必須 △は該当者のみ ×は提出不要 ※書類は⿊のペンまたはボールペンで⽇本語で記⼊すること。 

要項関連 注意事項 

「募集要項」 この要項のことです。 

「時間割」 教科に関する専門的事項の科⽬、⽇本国憲法(国際教養学部設置)、教科の指導法に関する

科⽬、教育の基礎的理解に関する科⽬（教育学部設置）、⼤学が独⾃に設定する科⽬（介

護体験に関する科⽬も含む）、66条の6科⽬（外国語コミュニケーションを除く）があります。※

国際教養学部ホームページでご確認ください。 

必要書類 注意事項 

教職 学芸員 

新

規 

継

続 

新

規 

継

続 

①「国際教養学部科⽬等履修生 

A志願票・B写真票・C受験票」 

Ｂ写真票にカラー写真貼付（縦４㌢×横３㌢ 脱帽背景なし。3ヶ月

以内に撮影のもの）。なお、B写真票に貼付する写真は、⼊学⼿続き時

に学⽣記録⽤として同じ写真を1枚提出する必要があります。 

○ ○ ○ ○ 

②「履修計画書」 科⽬登録には制限があります。必ずP. 5を確認の上、作成してください。 ○ ○ ○ ○ 

③「入学選考⽤紙」 書類選考の参考とします。志望理由など全ての項⽬にご記⼊ください。 ○ ○ ○ ○ 

④「早稲田大学収納証明書」、または

「クレジットカードによる決済完了が

表示されたWebページを印刷した

もの」または「入学検定料免除を証

明する書類」 

「早稲田⼤学収納証明書」を破線で切り取りA志願票に貼付してくださ

い。 

「継続」者または、2026年度に本学⼤学院正規⽣として在学する場

合、「⼊学検定料」が免除になりますので、先述の「⼊学検定料免除を

証明する書類」を提出してください。 

○ ○ ○ ○ 

⑤卒業学部の「成績・卒業証明書」ま

たは「成績・卒業⾒込証明書」 

発⾏後3か月以内のものを提出してください。 

※出願時に「成績・卒業⾒込証明書」を提出された方は、⼊学⼿続き時

に「成績・卒業証明書」を提出してください。 

※婚姻その他で証明書の⽒名と本名が異なる場合、発⾏後３か月以

内の「⼾籍抄本」を提出してください。 

○ × ○ × 

⑥その他︓⼾籍抄本、 

遅延届（書式自由）等 

婚姻その他で証明書と⽒名が異なる場合には発⾏後3ヶ月以内の「⼾籍

抄本」が必要です。やむを得ない事情で必要書類が出願時までに間に合

わない場合は、遅延理由と提出可能な⽇程を記載した遅延届を提出し

てください。（書式⾃由） 

△ △ △ △ 

⑦出願⽤封筒ラベル ダウンロードし封筒に貼り付けてください。 ○ ○ ○ ○ 

⑧⼩論⽂ 

※「教育実習演習」履修希望者のみ提

出。 

所定⽤紙をダウンロードし、記載された課題に対して直筆で論文を作成し

てください。提出された⼩論文を確認後、⼀定の基準に満たない場合、

再提出を求めることがあります。（4月頃を予定） ※9月⼊学希望者は

履修できないため不要。 

△ △ × × 

⑨学生証⽤写真 
カラー写真、縦4cm横3cm枠無し、裏⾯に⽒名とフリガナを記⼊し1枚

提出すること。①と同じ写真を提出すること。 
○ ○ ○ ○ 

⑩「履修許可書」 
2026年度に早稲田⼤学⼤学院の正規課程に在学（予定を含む）を

する学⽣のみ提出。 
△ △ × × 

※出願の際に本学に提出した書類・資料、提供した情報等に偽造・虚偽記載・剽窃等があった場合は、 

 不正⾏為とみなし、⼊学試験の結果を無効とすることがあります。その場合、提出された書類・資料等および⼊学検

定料は返還しません。 
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■コンビニエンスストアでの入学検定料⽀払方法 
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■クレジットカードでの入学検定料⽀払方法 

 


